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コメント 

 本研究は、J-PARC の⾼輝度中性⼦源と分光器群を⽤いて、
これまで⾒えなかったメゾ（ナノからミクロン）スケールでの
タンパク質の構造変化やダイナミクスの解明を⽬指すものであ
る。新たな中性⼦計測技術とタンパク質重⽔素化による測定法、
そして分⼦動⼒学の理論計算などを統合して、タンパク質構造
解析のプロトコルの確⽴をはかり、さらにはタンパク質の階層
間連携ダイナミクスを可視化して⽣命機能の解明にも向かうと
いうスコープの⼤きな研究である。 

中性⼦による構造解析の研究者と⽣命科学の研究者の綿密な
連携がとれた計画であるとともに、応募者がこれまでの研究活
動で築いてきた研究ネットワークの状況などからも、本研究が
⽬指す成果が期待できる。 
 

  

  


